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１　はじめに
平成16年7月に、国内ひいては東アジアで初めてのRickettsia helvetica感染が強く示唆される紅斑熱群の症例が、福井県において確認された。そこで我々は、患者が登山した福井県の荒島岳における、媒介マダニ種と紅斑熱群リケッチア（spotted fever group rickettsiae：SFGR）の種を確定するため、平成17～18年にマダニのSFGR保有状況を調査した。その結果、ヒトツトゲマダニからのみSFGRを生菌分離でき、そのSFGRがR. helveticaと同定されたことから、このマダニが最も有力な媒介者であると推論するに至った。そうなれば、さらに登山者を啓発するための疫学情報を得る必要があると思われたため、県内の広い範囲の山間部において、マダニのSFGR保有状況を調査した。

２　材料および方法
（１）調査期間および調査地域：平成19年および20年の6～7月に、浄法寺山、取立山、赤兎山、経ヶ岳、刈込池、部子山、冠山、野坂岳、雲谷山の計9ヶ所（標高約300～1,600m）。延べ採集回数は11回。
（２）材料：フランネル法により植生上から採集したマダニ194個体を用いた。

（３）SFGRの分離方法：マダニ表面を0.01％イソジン加70％エタノールで消毒後、各内臓の乳剤をL929細胞で培養し、2～4週間観察した。

（４）マダニからのDNA抽出方法：マダニ培養後の残骸120個体を材料に、QIAGENのQIAamp DNA Mini Kitを用いて抽出した。
（５）種の同定方法：分離株およびマダニからの抽出DNAを試料に、Rickettsia prowazekiiクエン酸合成酵素遺伝子（gltA）由来の常用プライマーにて、First PCRおよびSecond PCRを行った。その後、QIAGENのMiniElute PCR Purification KitまたはMiniElute Gel Extracrion Kitを用いて DNAを精製後、ダイレクトシークエンス法で塩基配列を解析し、標準株との相同性を調べることにより、SFGRの同定を行った。
３　調査結果
マダニ相は第１表のとおり地域により異なるものの、植生上からヒトツトゲマダニ（Im）7個体、ヤマトマダニ（Io）76個体、シュルツェマダニ（Ip）45個体、キチマダニ（Hf）22個体、ヤマトチマダニ（Hj）13個体、ヒゲナガチマダニ（Hk）6個体、フタトゲチマダニ（Hl）15個体、オオトゲチマダニ（Hm）1個体およびタイワンカクマダニ（Dt）9個体の3属9種計194個体が得られた。このうち、生菌分離ではヒトツトゲマダニは冠山の1/4および経ヶ岳の1/1、ヤマトマダニは刈込池の1/13、フタトゲチマダニは野坂岳の5/10からSFGRが分離された。シークエンス後の塩基配列を標準株と比較すると、第２表のとおりヒトツトゲマダニ由来株はR. helvetica、ヤマトマダニ由来株は Rickettsia asiatica、およびフタトゲチマダニ由来の供試した2株はR. sp. Lon typeと100％一致した。
　一方、生菌分離された個体以外のマダニ抽出DNAのPCRでは、ヤマトマダニは浄法寺山の2/5、刈込池の8/9、部子山の1/2、キチマダニは浄法寺山の1/17、ヤマトチマダニは浄法寺山の2/2、フタトゲチマダニは野坂岳の1/3およびタイワンカクマダニは浄法寺山の1/6が陽性であった。解析できた3個体についての塩基配列は、第２表のとおり経ヶ岳のヤマトマダニはR. helveticaに99.7％、浄法寺山のキチマダニおよびヤマトチマダニはRickettsia japonicaに99.1％とそれぞれ最も相同性が高かった。
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[image: image2.emf]　　　　　　　　　第２表　マダニからの生菌分離株および抽出DNA増幅産物の相同性

       　   分離株 　　PCRによる抽出DNA増幅産物

　　　マダニ

  Im*    Io** Hl Im* Io** Io Hf Hj

　　　検体数

2 1 2 2 1 1 1 1

　　採集地点 冠山

刈込池

野坂岳 冠山

刈込池 経ヶ岳 浄法寺山 浄法寺山

標準株＼

経ヶ岳 経ヶ岳

R. helvetica

100 99.4 94.7 100 99.4 99.7 95.0 94.7

R. asiatica 

99.4 100 95.3 99.4 100 99.1 95.9 95.3

R. japonica

95.3 95.9 99.4 95.3 95.9 95.6 99.1 99.1

R. sp. Lon type

94.7 95.3 100 94.7 95.3 95.0 98.5 98.5

　Im* ＆ Io**：それぞれ同一個体。　　　　　　　　　　　
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　　　　　　　第１表　福井県のマダニから紅斑熱群リケッチアの生菌分離

地域名 調査年月日

Im Io Ip Hf Hj Hk Hl Hm Dt

浄法寺山 H19.6.13 0/1 0/17 0/5

H20.6.14 0/11 0/4 0/3

取立山 H19.6.16 0/24 0/1 0/2

赤兎山 H19.6.24 0/3 0/2

H19.7. 1 0/3 0/3

経ヶ岳 H19.7..7 1♂/1 0/16 0/6 0/3

刈込池 H20.6.28 0/2 1♀/13 0/3

部子山 H20.6.28 0/2 0/31 0/1

冠山 H19.6.23 1♀/4 0/3 0/3

野坂岳 H20.6. 8 0/1 0/2 5/10 0/1 0/1

雲谷山 H20.6. 8 0/3 0/4 0/5

計 2/7 1/76 0/45 0/22 0/13 0/6 5/15 0/1 0/9

４　考察

経ヶ岳および冠山のヒトツトゲマダニから
R. helvetica が生菌分離された。以前に滋賀県境
の百里ヶ岳のヒトツトゲマダニからR. helvetica
およびフタトゲチマダニからR. sp. Lon typeが
分離されているので、福井県では荒島岳を含めて
計4地域のヒトツトゲマダニからR. helveticaが
分離されたことになる（第１図）。荒島岳の登山道
の結果と県内のこれまでの結果を併せると、ヒト
ツトゲマダニの分布個体数は少ないものの分離率
が高い（6/19個体）ことが注目された。日本各地
のヒトツトゲマダニからもR. helveticaが分離さ
れている。北陸では現在のところ、R. ｈelveticaはヒトツトゲマダニからの分離にとどまっているが、北日本ではシュルツェマダニからの分離報告も多い。以上から、中部以北では、南西日本に多発する日本紅斑熱（R. japonica起因）が見られないものの、ヒトツトゲマダニあるいはシュルツェマダニ保有のR. helvetica感染による紅斑熱群症例が潜在し得ることに留意すべきである。一方、R. asiatica は日本各地のヤマトマダニから分離されている中で、これによる感染が疑われた熱性発疹性患者が平成16年7月に長野県の白馬栂池で確認されたことから、このマダニの刺症に対しても注意が必要である。
百里ヶ岳














冠山





荒島岳





第１図　R. helvetica 保有をみた　
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